
「十分に良い」から「かなり
良い」へ
ウェルネス主導のテクノロジーを利用した、今日のリモート作
業空間の変換に関するビジネス事例

これは一時的なものになるはずでした。パンデミック中、リモートワークは
短期的な対応になると見込まれていました。しかし2年以上が経ち、組織は
永久的な変更を模索および実施しています。

ハイブリッドは優勢なワークモデルになっており、パンデミック前の、リモー
トの生産性に関する否定的な想定は打ち砕かれています。危機によって、仕
事はオフィス外で遂行できることが分かり、これによって、リモートワークと
ハイブリッドワークモデルは有益なようであるという初期の予測に拍車が
かけられました。

しかし、この利益は持続可能でしょうか？

従業員の極度の疲労と離職の増加が報告されています。仕事の世界では
全てが上手く行っている訳ではありません。
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2     長期リモートワークのウェル
ネスに関する課題

3     新しい従業員体験を提供す
る

4     何が変革的な作業空間を生
み出すか？

エグゼクティブサマリー
ウェルネスは生産性の持続に不可欠です。ホームオフィスは、変更を開始
するのに最適な場所です。

•  不適切なリモートワークのセットアップと長時間のリモートワークによ
って、従業員の身体的および精神的ウェルビーングに関する課題が生じ
ます

•  これらの従業員に関するウェルビーングの課題は次第に拡大し、従業員
が勤める企業において直接的・間接的な結果が引き起こされます

•  ウェルネス主導のツールを宅の作業空間に導入することで、従業員体験
の改善に向けて軌道修正を行い、長時間にわたってハイブリッドワークの
生産性を維持することができます

内容

はじめに
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ウェルビーングが生産性持続への鍵を握る 
人材の損失率が増加するなかで企業は、従業員が好む柔軟な作業
環境の調整方法に頭を悩ませてきました。多くの企業は、「大量退職
時代」の影響を抑制する試みにおいて、従業員体験に関する取り組
みを優先してきました。

従業員体験を改善するには、身体的・精神的ウェルビーングが重要
になります。これらの領域における課題は、快適性と長時間の使用
を考慮せず、機能性を考慮して急いで導入されたリモートワーク セッ
トアップによって深刻化しています。

2

従業員体験とパ
フォーマンスを改
善するには、生産
性を重視する必
要があります。

自宅の作業空間が効果的であることを認識した従業員は、時間とお
金をセットアップに費やします。在宅勤務テクノロジーに関する新し
い特許申請件数が2020年に2倍になった米国のみで、平均的な労働
者は、リモート作業空間の設備に15時間と561米ドルを投資しまし
た。1 この結果ITは、企業システムに何が接続されているかを把握し
ていない可能性があり、これによって、技術的問題を解決する際のス
トレスが増加する場合があります。

完全なオフィス勤務という従来の考え方は変化していますが、パン
デミック中に導入されたリモート作業空間は「旧態依然」であっては
いけません。

ウェルビーングを目指して作業空間を変換する時
が来る

現在ビジネスリーダーには、オフィス内での共同作業と在宅勤務の
生産性が社員に対して果たせる補足的な役割を認識し、それに応じ
て従業員のリモート作業空間に適切な設備を提供する機会があり
ます。

この瞬間をとらえる組織が、重要な機会をつかみます：最も貴重な
資産、つまり人材に関して真の競争上の優位性を得る。

ITリーダーは、この新しい枠組みへの移行において重要な役割を果
たします。その1つは、リモート作業空間を「十分に良い」から「かなり
良い」に変えることです。このホワイトペーパーでは、ITが知る必要が
あること、およびその達成方法を詳細に見ていきます。

従業員のウェルネスはホー
ムオフィスで始まります。



長期リモートワークに関するウェルネスの課
題
パンデミック前で、仕事のストレスはすでに警鐘を鳴らしていました。

2018年に実施された英国と米国の労働者調査では、回答者の94パーセ
ントが仕事のストレスを感じていると報告しており、1/3がストレスレベル
が持続不可能なほどに高いと回答しています。2 世界保健機関は、極度の
疲労を公式に分類し、「適切に管理されていない慢性的職場ストレス」と
して定義し、1年後の2019年には「職業的な現象」として定義しています。3 

職場のストレスを無視することで生じる高価な代償があります。世界経済
フォーラムによると、世界中で、労働者の極度の疲労により、離職と生産性
損失の費用は毎年合計3,220億米ドルに達しています。4

3

世界中で従業員の極度の
疲労により、

毎年3,220
億米ドルの、

離職と生産性損失にかか
る費用が発生しています4



多くの従業員がリモートワークを好んでいますが、
極度の疲労が深刻化する場合があります

幹部は昨年の「大量退職時代」の背後にある理由を調査したところ、
極度の疲労が再度挙げられました。パンデミックの開始以来、従業
員の約半数が極度の疲労を体験しており5、これによって多くの従業
員が転職しています。6 

パンデミックの影響への対処によって生じる仕事以外の負担の他
に、このような圧倒的なストレスには何が起因しているのでしょう
か？

国際労働機関による初期のパンデミックの発見事項がその手がかり
を提供しています：「標準に満たない機器とツールを使用した連続
的な作業は、生産性の損失、フラストレーション、および最終的には
労働者の離職につながります。」7

リモートワーカーは、オフィスで働く従業員よりも、平均で年間16.8
日多く働き、仕事に関係のない話題について同僚と話す時間は、オフ
ィス内の従業員よりも37分/日少なくなっています。8 つまり、リモート

4

「標準に満たない機器とツールを使用した連続的な作業は、生産性の損失、フラストレーション、
および最終的には労働者の離職につながります。」
国際労働機関7

作業空間が適切に装備されていない場合、リモートワーカーはより
長時間働き、反復運動損傷やその他の身体的痛みの問題が生じやす
くなっています。

これにより従業員は、人とつながる時間を失うことにもなります。人
とのつながりは、仕事への感情的結びつきを強化し、所属の感覚を
促し、これらは共に精神的ウェルビーングに影響を及ぼします。

これらが結合することで、不適切なリモートワークセットアップと長
時間の作業時間が衝突して最悪の事態が生じます — 結果として、
身体的および精神的ウェルネスの負の影響が世界中の社員に広が
っていきます。
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40,000～80,000
米ドル
平均的な背中の痛みのクレームに
対して、雇用者によって支払われた
金額9

「マネージャーにとっては、従
業員の心理的ウェルビーング
を保証するという、さらに重要
な役割があります。」      
国際労働機関7

10
時間以上

メンタルヘルス
が原因で一週間
に10時間以上の
生産性を失った
フルタイムワーカ
ーは7%増加して
います14

痛みの増加

パンデミックの開始以来、多くの従業員が首、背中、および筋骨格
の痛みを報告し9、「1年間超にわたって、制限されたリモート作業
空間または不十分な作業空間で働く人々は、ますます筋骨格の問
題を抱えるようになっています」と、Risk Management Magazine
は伝えています。10 

クロアチアの電気通信ワーカーについて最近実施された社会実
験では、在宅勤務に関連する筋骨格の問題を報告しなかったの
は、回答者のわずか1/3でした。残りの人々は、以前のオフィス勤
務と比較して、上背と首（45パーセント）、下背/腰部（39パーセン
ト）、および手（27パーセント）の痛みの増加を報告しました。11

従業員      
への影響

ビジネス
への影響

直接経費と間接経費

雇用者は、チームメンバーが職場で負傷した場合（たとえば反
復運動損傷や手根管症候群など）、財政面での影響に直面する
可能性があります。雇用者は直接的な賠償として約65,000米ド
ルを支払い、各実例に対して間接的な生産性コストがかかりま
す。12

ストレスの増加

パンデミックの開始以来、メンタルヘルスの懸念も高まってい
ます。Aetna Internationalが2020年に実施した労働者調査で
は、74パーセントが、パンデミックの大流行以来、メンタルヘルス
の問題が業績に負の影響を与えていると報告し、84パーセント
が、自分にとってメンタルヘルスが前年より重要であることに同意
しました。13

従業員    
への影響

ビジネス
への影響

短期的損失と長期的損失

メンタルヘルスのパフォーマンスへの影響は、生産性喪失につな
がる場合があります。メンタルヘルスの問題が原因で一週間に10
時間以上生産性を失った米国のフルタイムワーカーの割合は、パ
ンデミック前の58パーセントから、パンデミック中の65パーセント
に増加しています。14

これらの短期間の損失が積み重なり、従業員のエンゲージメント
と満足度が損なわれています。極度の疲労は、2021年に新しい仕
事を始めた従業員が以前の仕事を辞めた最大の理由でした。6

身体的ウェルネス

精神的ウェルネス
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新しい従業員体験を提供する 
従業員のウェルビーングを改善する機会は失われています。

組織が従業員のウェルビーングをサポートし、極度の疲労に有意義な方法で対処するためのプ
ログラムは、実施が難しいことが分かっています。最近実施された診断調査における企業の半
数未満が、従業員ウェルビーングプログラムを実施していますが、プログラムの価値命題を達成
したと感じているのは、これらの企業のわずか14パーセントでした。15

ただし雇用者は、特に従業員を引きつけ、保持する目的で一番に配慮を必要とする領域として
ウェルビーングを認識しています。同じ調査で
は、企業の73パーセントが、人材を獲得するた
めに、3年以内に差別化されたウェルビーング
戦略を策定すると述べています。15

差別化されたウェルビーング戦略
には何を含める必要があるか？

開始にあたり、作業計画にウェルビーングを
明示的に統合することが望まれます。デロイ
トの2020 Global Human Capital Trends
レポート「representing a huge missed 
opportunity」によると、これは標準的ではあ
りません。 ウェルビーングに関する取り組みを

すでに再計画している組織は、ウェルネスの行動様式を日々の作業に取り組む、作業空間自体
を見直す、といった方策を取り込んでいます。16

確かに、作業空間、および従業員が提供されたテクノロジーは、あらゆる組織の長期的ウェル
ビーング戦略の中心的要素となることもあります。ウェルビーングがソリューションの中心であ
る一方、テクノロジーはその先頭にあります。この2つが共に作用して、最適な結果を生み出し
ます。

米国、英国、フランス、およびオーストラリアにおける世界中の労働者の調査では、「多くのオフィ
スワーカーがハイブリッドモデルを希望している」という共通する結果が出ています20 – 明らか
に、まずオフサイトのセットアップに変更を取り込む必要があります。リモート作業空間が普及し
ていますが、機器によって生じる不快感が大きくなってはいけません。

66% 
世界中の労働者の
66%が、パンデミック
の開始以来、自分のリ
モート セットアップが
パフォーマンスに負の
影響を与えていると回
答しています13ウェルビーングがソリュ

ーションの中心である一
方、テクノロジーはその
先頭にあります。
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精神的ウェルビーング

ITリーダーはハイブリッドワーカーのメンタルヘルスを直接サポートできませんが、作業をシー
ムレスに遂行できるように障壁を減らすことはできます。

テクノロジーの問題に関わるストレスは少なくとも、充電中に動作するハードウェアをくじけて
いる可能性がある従業員に提供し、エンタープライズグレードのワイヤレス接続性を確保し、エ
ンドユーザーの個人的嗜好に基づいてワークフローを効率化するソフトウェア対応ツールを選
択することで緩和する場合があります。

さらに、作業空間テクノロジー変更の背後にある、ソフトスキル関連の理由を伝えることには大
きな価値があります。デロイトの2020 Global Human Capital Trends調査によると、職場に所
属する従業員の最大の原動力の1つは、「組織の目的、使命、および価値観に同調していると感
じること」です。16 

たとえば環境に対する責任やインクルーシブなデザインとエルゴノミックデザインの原理を優
先するテクノロジーをリモート作業空間に装備することで、オフサイトの従業員は、対面で関与
できなくても、職場コミュニティに社会的および感情的に関与していると感じることができ、より
幅広い精神的ウェルビーングの目標を支持することができます。

身体的ウェルビーング

変換されたリモート作業空間は、安全性、優れた接続性、およびエルゴノミックを考慮した設備
が整っています。長期のリモートワークによる身体的ウェルネスの課題を解決するための最適
なエルゴノミック テクノロジーは、多くの要因に依存します。

従業員が自ら提供した様々なデモグラフィックに関する情報に加えて、従業員が必要とするも
のについて、ITリーダーが従業員を調査することは有益です。たとえば、Logi Ergoラボの調査に
よって、マウスの使用時またはタイピング時に、女性は一般的に男性よりも多くの筋肉を使うこ
とが分かっています。17

このような従業員固有の調査によって、パーソナライズ性に優れた製品を導入するために必要
な知識が得られ、様々な体格（手の大きさ、肩幅）、さらに左利き/右利きなどにも対応できるよ
うになります。

Washington State Department of Labor and Industries（DLI）によると、エルゴノミックの調
整により、作業時間の損失が75パーセント軽減し、離職率が48パーセント減少しました。9

スイスでの作業空間のウ
ェルネス調査

Logi Ergoラボは、ロジクールのエルゴノ
ミックへの重視を強化する目的で、2018
年に作られました。ここでは科学者達が、
作業時の人々の快適性と効率性を高める
のに役立つツールのデザイン、開発、およ
び改良に取り組んでいます。

すべてのErgoシリーズ製品に対して多数
のプロトタイプが作成され、すべてのロジ
クール マウスは、まず手および/または3D
プリントで成型されます。マウスの使用時
またはタイピング時に人が使う6つの主
要な筋肉の活動のほか、様々な身体の部
分の相対位置が、首、腕、および手の主要
部分に配置されたセンサーを通して測定
されます。

収集された心理的データは、ルック&フィ
ールなどの主観的データで補完されます。
目標は、エルゴノミック、快適性、およびデ
ザインの間のスイートスポットを見つける
のを支援することです。

Ergoラボの職能上の枠を超えたチーム
は、ロジクールのエンジニアリング、デザ
イン、製品開発、およびビジネスグループ
に及びます。チームは絶え間なく作業を
し、エルゴノミクスと、作業空間のウェル
ネスの厳密な調査を通して、すべての作
業空間の可能性を引き出します。ロジク
ールの最新のウェルネスに関するヒント
と調査については、logicool.co.jp/ergo/
wellness-tips.htmlをご覧ください

https://www.logitech.com/products/mice/mx-master-3-for-business.910-006198.html
https://www.logitech.com/business/work-setups/logi-bolt-wireless-technology.html
https://www.logitech.com/software/options.html
https://www.logitech.com/products/mice/m650-signature-for-business.html
https://www.logitech.com/products/keyboards/mx-keys-mini-for-business.html
http://logitech.com/ergo/wellness-tips.html
http://logitech.com/ergo/wellness-tips.html
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何が変革的な作業空間を生み出すか？

今日のITリーダーは、長期的ハイブリッドワーク（リモートワークを含む）の問題と機会に対処し
なければなりません。調査では、ウェルネスニーズと作業スタイルの嗜好に合った作業空間テク
ノロジーを従業員に提供することの価値が高まっていることが示唆されました。

パンデミックの開始以来、世界中の従業員の37パーセントが、精神的および身体的な医療手当
の強化を雇用者に優先してほしいと回答しました。18 エルゴノミック作業空間のツール用の手
当を通して、あるいは会社の従業員ウェルビーングの取り組みを強化するために別のテクノロ
ジーを導入する場合でも、これらのウェルネス関連の優先度への高まる関心は、作業空間テク
ノロジーの購入機会の決定要素として使うこともできます。

作業空間調査のモデル

ウェルネスに向けた変換に関する優先順位付けの際に、変更する作業空間を決定する時は、
以下について考慮してください：自宅ベースの作業空間について、最もストレスになることは
何ですか？ロジクールと提携しているスイスにある応用科学の主要な大学、ZHAWが実施し
た質的調査では、25歳から40歳のワーカーグループにこの質問を尋ねました。

参加者の回答から、身体的な問題が無数のフラストレーションの原因であることが分かりま
した。「ノイズ」は、最も一般的に言及される痛
点でした。一方、不適切な照明と、背中、首、目、
および手首の身体的痛みもリストの上位に上
がりました。技術的なストレスには、デバイスを
変更する必要性、および長い読み込み時間が
含まれました。19

オフィス外で仕事をしている時にこれらの痛点
のいずれかを体験したことがある場合、これら
のフラストレーションがウェルビーングにどの
ように影響を与えるかをご存じでしょう。紙で
切った傷のように、技術的または身体的な小
さいストレスさえも減速の原因になることがあ
ります。

変換された作業空間に設備を装備する際に検
討すべき効果的な変数（ワーカーのアプリの使
用と手のサイズから、作業場所とデバイスタイ
プまで）をあなたの組織内で調査し、文書化す
ることができます。

たとえば、当社のプロジェクト研究員は、13ヶ
国からの回答者に、作業空間体験に関する自
由回答と多肢選択のアンケートに回答し、補足
インタビューに参加し、作業空間（固定された
オフィス内セットアップ以外のあらゆる作業場
所として定義）の写真をアップロードするよう
求めました。

コードとケーブル

デスクの整頓が必要 セットアップ

多すぎる

不十分

不適切なエルゴノミクス

スタンディングデスクがない

背中、首、目、
手首の痛み

暗すぎる

会議での外観

読み込み時間 
デバイスの充電

中断

時間がかかり過ぎる

外部のノイズ

作業から気を散らせる要素

音楽またはNCHが必要

WIFIが遅い

デバイスが遅いコード
時間がかかる

椅子の快適性

ノイズ

技術的苦痛

最も多く言及された回答 不適切な照明

乱雑さ

身体的痛み

同僚

回答者の痛点

「多くの場合、キーボードとマ
ウスはデジタルの世界への入
り口です。」 
Lars Lauridsen 
シニア グローバル プロダクト マネージャー  
Logi Ergoラボ
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これらの3つの参考文献（アンケート回答、インタビューの回答、および提供され
た写真）から、研究員は、いくつかのユーザーの役割と行程を作り出し、作業空
間ニーズに関する今後のディスカッションについて知らせることができました。

プロジェクトの発見プロセスを通して、研究員は前述の痛点を特定できただけ
でなく、回答者が現在の作業空間をすでに満足している点を利用することもでき
ました。（「音楽とサウンド」は、創造性と生産性にとって最も役立つ原動力であ
ると報告されました。）

調査では、ユニークなエンドユーザー体験と、身体的/精神的快適性、そしてさら
に社会的ウェルビーングをサポートするための意外な作業空間の機会が明らか
になりました。

あなた自身の会社で実施する場合、この調査モデルによって、ITリーダーは従業
員の独自の作業空間ニーズ/課題をより良く理解でき、自分自身の意外な機会を
発見することができます。人間中心のユーザー体験を生み出し、部門をまたがる
作業空間戦略を特定することで、会社全体で、従業員のウェルネスと生産性をよ
り良くサポートすることができます。

アンケートとインタビューの促進

•  作業環境と、日々の決められた作業について説明
してください。

•  個人的な作業空間の不満な部分と気に入ってい
る部分はどこですか？なぜでしょうか？

•  どのデバイスによって、あなたの自宅の作業空間
に最大の価値が追加されますか？

•  毎日どのアクセサリー、アプリケーションおよびソフ
トウェアを使用しますか？

•  自宅からより効率的に作業をするためのヒントは
ありますか？

•  あなたの個人的な作業空間は5年後にどうなって
いると思いますか？魔法の杖があったら、それを
どのように変えたいですか？

作業空間の写真をリクエストする

同意を受け、最高の結果を得ます：

•  調査の一環として写真を求めている理由を回答者に伝えま
す。

•  会社内の誰が写真をレビューするか、および調査の終了時に
あなたが写真を削除するかどうかを従業員に知らせます。言
い換えれば、作業空間がITチームメンバーおよび/または管理
者によってレビューされることについて従業員が抱く可能性の
ある懸念を前もって和らげます。（散らかった作業空間に反論
はないはずです！）

•  自分の一般的な就業日を表す写真を送信することが重要な
理由を従業員に伝えます – 散乱物、食べ物、または仕事に関
連のないテクノロジーなど。あなたが求めようとしていること
に関する詳細を含めます。つまりこれは、従業員が職場で快適
に作業するのを後押しするテクノロジーとツールを導入する
機会になります。 

「音楽とサウンド」は、創造性と生産性
にとって最も役立つ原動力であると報
告されました。
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